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FRX Installation Foreword 

 

この度はフロイドローズ ”FRX” トレモロシステムをご購入頂きありが
とうございます。FRXはチューン・オー・マチック＆ストップ・テールピー
ス・スタイルのブリッジが搭載されたギターへのリプレイスメント・トレモ
ロとしてデザインされています。取り付けについてはリペアショップ等に
ご依頼されることをお薦めします。

注意：取り付けるギターによっては、FRXが動作する上でネック仕
込み角度が十分でなく、本体に若干の加工を必要とする場合があ
ります。ベースプレート下部のスプリングテンション・トランスファーロッド
受け部はわずかにブリッジの下方に出ているため、ネック仕込み角度
が浅い場合にはボディと干渉します。この部分が当たって適切な弦
高が得られない場合には小さな溝を掘る必要があります。取り付け
の際、この部分には特に注意を払って下さい。
また、取り付けるギターによってはトラスロッドカバーを外すだけではト
ラスロッド調整レンチが入らない場合があります。その際にはロックナ
ット部を取り外し、調整を行ってください。

ステップ3）FRXトレモロブリッジの取り付け
ブリッジをギターに載せ、マウントボルト溝にグロス・イントネーション・
スクリューを合わせます。

ステップ2）FRX取り付け準備
図4のように弦高調整スクリューを下
げた状態にして下さい。スクリューが上
がった状態だとブリッジ下部がボディに
当たる場合があります。

セットアップをスムーズに行うため、
トレムステイブル・ボールポストを
取り外して下さい 。

警告：ナイロン・ボディガード
パッドを取り付けずにFRXを
マウントすると、ボディに凹み
が生じます。ボディガードパッ
ドの貼り付け位置については
後述します。
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1) FRX ロックナット/トラスロッドカバー (取り付けビス2本)
2) FRX トレモロブリッジ
3) FRX トレモロアーム
4) ナイロン・ボディガードパッド (2)
5) FRXマウントボルト  *アンカーは付属しておりません。
   ミリサイズM8x1.25P (2) & インチサイズUNC 5/16-24 (2)

6) 六角レンチ2mm, 2.5mm, 3mm

15mm～20mm

ステップ1）マウントボルトの取り付け
チューン・オー・マチック・ブリッジ、ストップ・テールピースを取り外し、テ
ースピースのアンカーにFRXマウントボルトをねじ込みます。マウントボ
ルトはミリサイズ、インチサイズの二
種類を付属していますので、サイ
ズの合う方を使います。ボルト上
部がボディトップから15～20mm
位の高さに左右合わせて下さい。

マウントボルト溝

グロス・イントネーション
スクリュー

グロス・イントネーション・スクリューを奥まで締めた後、マウントボルト
がスムーズに回る位置まで少し緩めます。

ナイロン・ボディガードパッド裏の
粘着保護シールを剥がし、弦
高調整スクリューの下に貼り付
けます。

ナイロン・ボディガードパッド

ステップ4）弦高の設定
図10のように１弦と6弦の２本だけ弦を張ります。1弦及び6弦が任
意の弦高になるよう、弦高調整スクリューで調整します(図11)。 この
時、ボディエンド側から見てブリッジとボディトップの隙間が左右同じで
あることを確認して下さい(図12)。左右の高さが違う場合にはマウン
トボルトで調整します。
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弦高調整スクリュ－

トレムステイブル・ボールポスト
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弦高が調整できたら、ブリッジ下部のパーツがボディに干渉していない
か確認して下さい。また、弦高調整スクリューが左右共にナイロンパッ
ドにしっかり接触しているかどうかも確認して下さい。

もし1弦の弦高が高すぎ、尚且つ弦高調整スクリューがナイロンパッド
から浮いているようであれば、１弦側のマウントボルトを少し下げてから
再度弦高を調整します。

ステップ5）ロックナットの取り付け
2本の弦を使用してロックナットの位置を決めます。穴を開ける前に、
弦が正しく既存のナット溝に入っていることを確認して下さい。
2.5ｍｍドリルで下穴を二箇所開け、付属のネジでロックナットを取り
付けます。下穴がヘッドを貫通しないように注意して下さい。

図13

ステップ6）弦の取り付け
ファインチューナーを稼動範囲の真ん中より少し下にセットした後、残
りの弦を張りチューニングを行います。

この位置に合わせて下さい。図14

図15

約4mm

ヒント：弦をサドルに固定する際、アームダウンするかトレムストップ・
サムスクリューを上に上げることで、六角レンチで回しやすくなります。
サムスクリューの高さを変更した場合には図15に示した位置にリセッ
トするようにして下さい。



ベースプレートがトレムストップ・サムスクリューに載っていない場合、ス
プリングテンション・トランスファーロッドを締め、スプリングのテンションを
調整して下さい(図17）。
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ステップ7）チューニング
ファインチューナーが稼動範囲の真ん中より少し下の位置にセットさ
れていることを確認し、可能な限り正確なチューニングをして下さい。
この時、ファインチューナーは動かさず、ペグのみを使用します。

オークターブ・チューニングを確認し、サドルマウントスクリューをゆるめ
サドル位置を調整します。全ての弦でオクターブ・チューニングを確認
した後再度、チューニングを行います。

ステップ8）ナット部のロック
ロックナットのナットキャップ・スクリューを締め、弦をロックします。(図
19）ナット部で弦をロックするとチューニングが狂いますので、ファイン
チューナーで調整して下さい。
この時点では、ブリッジのベースプレートはトレムストップ・サムスクリュ
ーに載っているため、アームダウンのみの設定になります。この設定で
は、アームアップすることはできません。

ステップ10）
フローティング・セットアップではトレモロの動きが敏感すぎると感じる場
合には、トレムステイブル・ボールポストを取り付けて下さい。これによ
りFRXはアップとダウンの中間点で安定しやすくなります。図16

ベースプレートがトレムストップ・サムスクリューに当たっているか確認し
てください。

図19

ステップ9）フローティング・セットアップ
トレムストップ・サムスクリューを下げることで、フローティング・セットア
ップに変更できます(図20)。この場合チューニングは、スプリングテン
ション・トランスファーロッドを回すことで調整して下さい(図21)。
（締める→全体のチューニングが上がる、 緩める→全体のチューニ
ングが下がる）その後ファインチューナーで微調整を行って下さい。
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トレムストップ・サムスクリュー

スプリングテンション・
トランスファーロッド
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ベースプレートに取り付けられたリーフ・スプリングの凹みに噛み合う
までボールポストをねじ込みます(図23)。まずは大まかにボールポ
ストをセットして、いずれかの弦でチューニングを確認します。次にア
ーミングをして再び同じ弦のチューニングを確認し、ボールポストの
位置を微調整します。

リーフスプリング

動画による取り付け手順についてはFloyd Roseオフィシャルサイ
トか（下記QRコードよりアクセスできます）、YouTubeのFloyd 
Roseオフィシャルチャンネルをご覧下さい。
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FRX トレモロアーム

FRX トレモロアーム
テンションアジャストスクリュー

ナイロンアームスリーブ

サドルマウント
スクリュー

FRX フィンガースプリング
マウントスクリュー

FRX マウントスタッド

FRX トレモロマウントフレーム

FRX スプリングテンション
トランスファーロッド

FRX スプリングテンション
トランスファーボルト

FRX トレモロスプリング

FRX フィンガースプリング(レフト)

FRX フィンガースプリング(ライト)

FRX フィンガースプリング・リテイナー(レフト) FRX フィンガースプリング・リテイナー(ライト)

FRX 弦高調整スクリュー

FRX トレムステイブル・ボールポスト

FRX グロスイントネーション・スクリュー

FRX トレムストップ・サムスクリュー

FRX ファインチューナー

FRX ストリングロック・インサート

FRX ストリングロック・スクリュー

FRX サドルアッセンブリー

FRX トレモロベースプレート

FRX マウントボルト

トレムステイブル
リーフスプリング

トレムステイブル
スプリングスクリュー


